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これまでの制度設計 

・ 事務事業評価は、ほぼ全事業を対象に実施（H25年度：359事業、事後評価）。 

・ 事務事業評価から改善調書を作成し、予算編成に活用。 

・ 第四次総合計画に基づく施策評価を実施（70施策、118指標、事後評価）。 

・ 毎年3年間分の事業のローリングを実施。 

・ 主に新規事業、市長マニフェスト事業、ハード事業（1,000万円以上）、ソフト事業（500万 

 円以上）を対象に実施。 

・ 政策的経費の査定は、「一件査定」にて実施（実施計画査定事業も対象）。 

・ 経常的経費は、科目ごとの予算要求基準率に基づき、事業部枠を設定。 

・ 事務事業評価の事後評価の結果を翌々年度の予算編成に活用。 

＜行政評価＞ 

＜実施計画＞ 

＜予算編成＞ 
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課題の整理 

・ 事務事業評価は、ほぼ全事業を対象としたため、担当課への負荷が大きい（評価疲れ）。 

・ 施策評価と事務事業評価が効果的に連動していない。 

・ 第五次総合計画では、ローリングを実施しないこととしているが、事業の進行状況による 

 変動に対応するための仕組みが必要。 

・ これまでは予算を確保するために、実施計画の要求額が膨らむ傾向。  

・ 実施計画との２段階査定を実施していたため、担当課への負荷が大きい。 

・ N年度の実績をN+1年度に評価し、N+2年度の予算編成に活用しているため、行政評価 

 と予算編成の間に１年間のブランクが生じている。 

   ⇒中期戦略は3ヵ年スパンなので、既存の制度設計ではスピード感に欠ける。 

・ 事業部において根本的なスクラップ＆ビルドをできる仕組みがない（予算規模が増大）。 

全てのステージにおいて、事業の担当職員が関わる機会が少ないため、総合計画に 

おける事業の位置づけやコスト（財源）意識が希薄 

＜行政評価＞ 

＜実施計画＞ 

＜予算編成＞ 

行政経営システム ＜Administrative management system＞                                                           2 



（１）行政マネジメントの基本責務 

 長期戦略に基づいて設定された目標を達成するため、限られた予算と人員を有効に活用できる手段を模索し、より高い成果を追

求することを基本的な責務とします。（手続き主義から成果志向へ） 

 

（２）執行手段の革新化の視点 

 事業の執行に当たっては、多様な主体による協働を基本に、財政的な制約に比例して、その成果も縮小することがないよう、以

下の３つの視点から、事業のスマート化を図ります。 

 視点①：行政組織内部の運営の効率化 

  法的制約などによって行政にしかできない事業や、公益性等の観点から行政が行うことが望ましい事業は、既存の実施過程の 

 改善により、効率化と効果向上の両立を図ります。 

 視点②：市場メカニズム（機能）の活用 

  公共サービスの執行に関して、行政よりも効率的・効果的に実施できる可能性のある民間主体が存在する場合は、公共サービ 

 スに係る事務事業の外部化を図ります。 

 視点③：住民自治・自助・共助の支援 

  住民自治や自助・共助などの観点から、多様な主体の参画による執行が望ましい領域の公共サービスは、住民や自治組織等の 

 意向を尊重しながら執行していきます。 

 

（３）執行手段の評価 

 事業の執行手段を変更したことによる効果や影響は正しく検証し、反省点を以降の執行に生かすことが必要です。 

 事務事業評価を活用したマネジメントサイクル（Plan-DO-Check-Action）で、事業の評価・検証を毎年度行い、継続的な改善に

つなげます。 

 

（４）職員の行動方針 

 本戦略を遂行し、都市像を実現するためには、職員の意識・行動改革が欠かせません。職員一人ひとりが自己研鑽や研修等を通

じ、常に能力を向上させ望ましい行動を身に付けていきます。 

 さらに、職員は、多様な主体との協力関係を構築するとともに、身に着けた知識や能力を十分に発揮して、失敗を恐れることな

く新たなまちづくりに果敢に挑戦していきます。 

行政マネジメントの基本方針（長期戦略より抜粋） 
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行政経営システムのスキーム 

 第五次総合計画のスタートにあたり、企画課と財政課が企画政策部に統合されたメリット

を活かし、「行政評価」、「実施計画」、「予算編成」を効果的に連動させたPDCAマネジメント

による「行政経営システム」を構築する。 

4 

Plan 
実施計画 

Do 
事業実施 

Check 
評価 

Action 
改善・改革 

行政評価 

予算編成 

実施計画 
（補正） 

第五次総合計画 中期戦略の進捗管理 
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行政改革における位置づけ 
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目指す都市像 
(地域ビジョン) 

市民の現在と未来の幸せの最大化に貢献する 
ミッション 
(使命) 

ビジョン 
(目指す姿) 

塩尻市役所経営理念 
(市役所の理想の姿) 

第五次総合計画 
(長期・中期) 

組織構造 
  ・事業部制 人材配置 運営方法 

・育成基本方針 ・意思決定 

行政改革 
基本方針 

組織文化 

・ﾌｧｼﾘﾃｨﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ 

・行政経営ｼｽﾃﾑ 

etc 

etc 

・ICT活用(情報) 

組織 
経営体 

戦略 

・研修・人事考課 

・採用 

波頭亮『組織設計概論』（産業能率大学出版部,1999）を参考に作成 

・市民協働 

・ 本年度は、第五次総合計画の「行政マネジメントの基本方針」に基づき、行政改革の基 

 本方針の見直しを行うこととしている。 

・ それと同時に、組織を経営体として効果的に運営する観点から、「行政経営システム」を 

 構築するもの。 



基本的な考え方 

 ■ 成果志向 

 ・行政運営を「計画重視」（手続き主義）⇒「成果重視」（決算主義）へ転換し、行政サービスの質的向上を図る。 

 ・事業年度の中途で行政評価を行い、直近の課題を翌年度の予算編成に反映させる仕組みを構築する。 

 ■ 行政資源の効率的配分 

 ・限られた行政資源を効率的・効果的に活用するために、事務事業の必要性、効果等を評価・検証し、 

 スクラップ＆ビルドできる仕組みを構築する。 

 ■ 職員の意識改革 

 ・職員が担当する事業が何のためにあるのかを考え、総合計画における位置づけや事業の目的や有 

 効性等を常に意識することにより、コスト意識や政策立案能力の向上を図る仕組みを構築する。 

 

・ 既存の制度を活用しながら、システム全体の省力化を図る。 

・ N年度の行政評価の結果をN+1年度の予算編成（実施計画の補正）に反映させる仕組みの構築。 

・ 事業部内でスクラップ＆ビルドを推進できる仕組みの構築。 

・ 担当職員の事務事業に対する目的やコスト意識を向上させる仕組みの構築。 

見直しの方向性 

基本的な考え方 
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行政経営システムの概要 

・ 事務事業評価の対象は施策を構成する主要事業のみとする。 

・ 事務事業評価は、担当者が記入し、施策における位置づけやコスト意識の向上を図る。 

・ 施策評価と事務事業評価を効果的に連動できるシートを設計する。 

・ 「事中評価」を導入し、現状の課題を翌年度の予算編成につなげる仕組みとする。 

・ 事業の進行状況や緊急案件に対応するため、実施計画の「補正」対応を導入する。 

・ 対象事業はハード事業のみとし、最終査定額で予算額確定とする。（２段階査定の解消） 

・ ソフト事業は、行政評価で方向性を確定し、予算額は予算編成で確定する。 

・ 行政評価と連動させ、事中評価の結果を予算編成に活用する。 

・ 「包括予算制度」を導入し、事業部内でスクラップ＆ビルドをできる仕組みを構築。 

中期戦略の3年間で行政評価の結果や課題にスピーディに対応できる仕組み 

＜行政評価＞ 

＜実施計画＞ 

＜予算編成＞ 
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都市像 
～地域ビジョン～ 

基本戦略A 

基本戦略B 

基本戦略C 

長
期
戦
略 

プロジェクト 

予
算
化 

プロジェクト 

プロジェクト 

事業 全市戦略 

主な取り組み 

主な取り組み 

主な取り組み 

中
期
戦
略 

事業部戦略 

主な取り組み 

主な取り組み 

主な取り組み 

主な取り組み 

主な取り組み 

実
施
計
画 

事業 

事業 

事業 

事業 

事業 

事業 

事業 

施策 

施策 

施策 

多様な主体 

市民 企業 自治会 市民団体 

↑↓ 提案・受託・共催・協力 ↓↑ 

都市像 
～地域ビジョン～ 

基本戦略A 

基本戦略B 

基本戦略C 

長期戦略 

全市戦略 

中期戦略 

事業部戦略 

実施計画（Plan） 

事務事業（ハード） 

事務事業（ソフト） 

事務事業（ソフト） 

事務事業（ハード） 

事務事業（ソフト） 

第五次総合計画 

主な取り組み 

主な取り組み 

主な取り組み 

主な取り組み 

その他の大型 
・主要事業 

プロジェクト 
施策 
指標 

施策 
指標 

プロジェクト 

運用 

行政評価 

事務事業（ハード） 

事務事業（経常ハード） 

事務事業（ソフト） 

実施計画の補正 

予算編成 

実行（Do) 

事業の執行 

評価（Check) 

行政評価 

改善（Action) 

執行プロセス改善 

第五次総合計画における位置づけ 

主な取り組み 

主な取り組み 

「包括予算制度」 
スクラップ＆ビルド 

・ 行政評価の対象は、全市戦略に位置づけられた施策評価とそれに関連する事務事業評価とする。 

・ 行政評価の結果に基づき、ハード事業は実施計画の補正で対応し、ソフト事業は予算編成で対応。 

・ その他の大型主要事業や中期戦略に位置づけられない事務事業については、予算編成において 

 「包括予算制度」を導入し、各事業が主体でスクラップ＆ビルドを推進する仕組みを構築する。 
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事業別リンク図 

区  分 行政評価 実施計画の補正 予算編成 

ソフト事業 

施策事業 
（新規・既存） 
【事業規模問わない】 

評価→方向性 
 

実施計画の補正 
予算額確定 

※一般財源枠配分 

その他の大型・主要事業 
（新規・既存） 
【500万円以上】 

 
実施計画の補正 

予算額確定 

※一般財源枠配分 

中期戦略外事業 
（新規・既存） 
【500万円未満】 

予算額確定 

※一般財源枠配分 

ハード事業 

施策事業 
（新規・既存） 
【事業規模問わない】 

評価→方向性 
実施計画の補正 
予算額確定 

※一般財源枠配分 

その他の大型・主要事業 
（新規・既存） 
【1,000万円以上】 

実施計画の補正 
予算額確定 

※一般財源枠配分 

中期戦略外事業 
（新規・既存） 
【1,000万円未満】 

予算額確定 

※一般財源枠配分 
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・ 「施策事業」：中期戦略の施策に紐付けられる事務事業 
・ 「その他の大型・主要事業」：中期戦略に位置づけられるが、施策に紐付けられない事務事業 
・ 「中期戦略外：中期戦略に位置づけられない事務事業 



スケジュール（中期戦略期間） 

・ 10月中に事中評価を行い、実施計画の補正と翌年度の予算編成方針、予算要求に反映させ、行政 

 評価と予算編成を連動させる。 

・ 前年度の事後評価は、事中評価と実施計画の補正を査定する際の参考資料として活用する。 

・ 行政評価委員会及び市民懇話会による外部評価を11月から12月の間に実施し、その評価を予算査 

 定にフィードバックすることで、市民視点からの評価を予算編成に反映する。 

・ 次期中期戦略の策定は、H29年度までの事中評価と外部評価を活用し、実施計画と同時に進める。 

H27年度 H28年度 H29年度 

4-6月 7-9月 10-12月 1-3月 4-6月 7-9月 10-12月 1-3月 4-6月 7-9月 10-12月 1-3月 

H27 
事業 

H28 
事業 

H29 
事業 

中期 
戦略 
（H30-
H32） 

事中評価 

決算 

事後評価 予算執行
方針 

事中評価 事後評価 

決算 

編成方針 

実計補正 

予算執行
方針 

予算査定 

事中評価 予算執行
方針 予算査定 

中期戦略骨子 中期戦略仕上 

実計要求 実計査定 

外部評価 

外部評価 

外部評価 

予算要求 

編成方針 

実計補正 

予算要求 
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スケジュール（H27年度） 

・ 行政評価の制度設計を政調プロ及び庁議を経て8月初旬に確定し、8月下旬に庁内説明会を開催。 

・ 9月に行政評価（事中評価）を部内で実施し（部長評価）、10月初旬に実施計画の補正要求（ハード 

 分）と合わせて、行政評価シートを企画課に提出する。 

・ 10月中下旬に行政評価の第１、２次評価と実施計画のヒアリング及び査定を同時に実施する。 

・ 行政評価の第２次評価の結果（ソフト分）は、11月頭に担当課へフィードバックし、11月の新年度予算 

 要求に反映させる。 

・ 11月から12月の間に行政評価委員会等による外部評価を行い、その評価を予算査定へ反映させる。 

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 

行政 
評価 

実施 
計画 

予算 
編成 

制度設計 政調プロ 

庁 議 庁内 
説明会 

・行政評価
シート作成 
・部長評価 

 

評価提出 

補正要求 
（ハード） 

1,2次評価 

補正査定 

予算要求 

行政評価 
提出と同時 

予算査定 

2次評価結果を担当課へ
フィードバック 

議 決 

予算（ソフ
ト）を反映 

6/25 政調プロ 

7/14 

7/23 

8/4 

庁 議 

予算編成
方針 

行政評価委員会＆市民懇話会
による外部評価 

外部評価を予算査
定へフィードバック 

予算執行 
方針 
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